
は
じ
め
て
の
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

期
　
日
　
８
月
25
日（
水
） 

　
　
　
　
９
月
７
日（
火
）
　
　 

　
　
　
　
９
月
28
日（
火
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
白
石 

美
樹
子
さ
ん 

内
　
容
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
初
心
者
向
け
） 

定
　
員
　
20
人 

    

　
北
秋
田
市
に
は
、
獅
子
踊
り
や
駒
踊
り
、

奴
踊
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
郷
土
芸
能
が
各

地
域
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
貴
重
な
伝
統
文
化
を
市
民
が
共
有
し
、

後
世
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

出
演
団
体
　 

　
○
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り 

　
○
李
岱
駒
踊
り 

　
○
熊
野
神
社
餅
つ
き（
め
ら
し
）踊
り 

　
○
根
子
番
楽
　
　
ほ
か 

期
　
日
　
８
月
29
日（
日
） 

開
　
演
　
午
後
１
時
30
分（
開
場
１
時
） 

場
　
所
　
文
化
会
館 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

　
摩
当
沢
集
落
北
寄
り
の
私
有
地
（
畑
）

か
ら
出
土
し
た
土
・
石
器
類
で
、
縄
文

時
代
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
藤
株
遺
跡
や

伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
） 

　
出
土
し
た
物
は
、
石
剣
、
石
匙
、
石

槍
、
石
斧
、
玉
、
土
偶
、
鉢
、
壺
、
土

器
類
で
す
。
特
徴
と
し
て
、
左
手
が
欠

損
し
て
い
ま
す
が
亀
ヶ
岡
式
様
式
の
遮

光
器
土
偶
を
は
じ
め
、
朱
塗
り
壺
形
や

香
炉
形
、
注
口
土
器
類
、
玉
類（
勾
玉
、

管
玉
、
丸
玉
、
平
玉
）等
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
朱
塗
り
の
材
料
は
漆
、

ベ
ン
ガ
ラ
（
朱
）
で
、
藤
株
遺
跡
や
白
坂

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
と
て
も
似

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
玉
類
の

材
質
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
土
品
か
ら
、

生
活
用
具
と
さ
れ
る
も
の
と
祭
祀
用
具

（
呪
術
的
）
の
両
方
が
発
掘
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
古
代
縄
文
人
が
居
住
し
て

い
た
こ
と
が
十
分
想
像
さ
れ
ま
す
。 

　
地
形
的
に
も
、
遺
跡
の
近
く
に
は
河

川
及
び
湖
沼
の
存
在
が
予
想
さ
れ
、
森

林
地
も
多
く
漁
労
・
狩
猟
採
集
の
適
地

と
し
て
人
々
が
定
住
し
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
物
は
、
こ
の
周
辺

一
帯
か
ら
出
土
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

寄
託

:

出
土
品
を
預
け
そ
の
保
管
を
頼

む
こ
と
。 

保
管
場
所

:

合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

二
階（
合
川
民
俗
資
料
室
）
　 

▽
平
成
４
年
５
月
25
日
指
定 

▽
資
料
／
「
合
川
町
の
文
化
財
」
、「
合
川

地
方
史
研
究
会
作
成
資
料
」、ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二 

 
▲摩当沢遺跡出土品 

　鷹巣地区の摩当婦人学級では、秋田内陸縦貫鉄道

を利用し「阿仁地区の歴史探訪」を行いました。 

　笑内駅で下車した一行は、根子トンネルの前で根

子地区の由来や番楽などの歴史に触れました。その

後の昼食では、ぜんまいやミズ、トンビ舞茸などの

山菜料理で阿仁の恵みを堪能しました。 

　また、萱草七面山参拝や三枚鉱山について解説を

聞き、阿仁鉱山の歴史の奥深さを学んだ一日でした。 

　内陸線の中は笑い声が絶えず、車掌さんも「毎日

乗ってもらいたい」というほどの賑やかさでした。 

学びの広場

北秋田市教育委員会

　高鷹大学では、全員が全体講座のほかに何か一つ

のクラブに在籍し、年間を通して活動しています。 

　その中の一つ「園芸クラブ」では、今年度の活動

として公共施設の樹木や花壇の手入れを実践とボラ

ンティアを兼ねて行うことにしました。 

　６月から始まった活動では、講師の松岡誠三先生

の丁寧な指導のもと、中央公民館の花壇の土づくり

から始まり、７月にはベゴニアやマリーゴールドの

苗を植えました。正面が明るく鮮やかな雰囲気に彩

られ、公民館を訪れる市民からも大変好評です。 

　また、米代川河川敷にある「河川公園」の花壇

の手入れも行い、苗を植えたり、草取りをしたり

して心地よい汗を流しました。 

　今後は季節にあわせて、樹木の剪定なども行う

予定です。 

　

 

 

 

　前田地区公民館講座「ふるさとを歌おう」が６月

24日、四季美館を会場に開催され、80名近くの参

加者が、歌と講話で楽しみました。 

　講師の金新佐久さんの演奏にあわせて、童謡を歌

ったあと「童謡にはふるさとへの想いを歌ったもの

が多い。それを子や孫へぜひ伝えていきたい」とい

う金さんの話に耳を傾けていました。 

　また、流行歌や替え歌などを歌い、楽しいひとと

きを過ごし、歌を通してふるさとの良さを感じるこ

とができ、楽しく歌うことで心身のリフレッシュに

なりました。 

　今後も前田地区を会場にした講座の開催を予定

しています。 

　
平
成
22
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。開
催
に
あ
た
り
、舞

台
演
示
出
演
者
、展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

出
演
・
出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所
定
の

様
式
に
ご
記
入
の
う
え
、
生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
期
日
・
会
場
　 

　
演
示
部
門 

　
　
10
月
16
日（
土
）〜
17
日（
日
） 

　
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

　
展
示
部
門 

　
　
10
月
16
日（
土
）〜
18
日（
月
） 

　
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

▼
演
示
出
演
者
募
集 

　
内
容
　
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
生
活
芸
術
、 

　
　
　
　
舞
台
芸
能 

　
時
間
　
１
グ
ル
ー
プ
最
長
20
分
ま
で 

　
　
　
　
日
程
、
時
間
帯
に
つ
い
て
は
申

　
　
　
　
込
時
に
希
望
を
と
り
ま
す 

▼
展
示
作
品
募
集 

　
内
容
　
市
在
住
の
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
　
の
作
品
。
な
お
、
作
品
の
大
き 

　
　
　
　
さ
に
つ
い
て
は
、
制
限
さ
れ
る 

　
　
　
　
場
合
が
あ
り
ま
す 

　
出
品
点
数
　
一
人
一
点 

▼
申
込
先(

両
部
門
共
通
）
　 

　
　
所
定
の
様
式
に
ご
記
入
の
上
、
生
涯 

　
　
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ 

▼
申
込
締
切(

両
部
門
共
通
） 

　
　
８
月
27
日（
金
）
午
後
５
時 

森
吉
公
民
館
講
座
募
集

北
秋
田
市
文
化
祭

第
５
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

◎
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班 

　
　
　
　
　
　 

�

62-

６
６
１
８ 

◎
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班 

　
　
　
　
　
　 

�

62-

６
６
１
８ 

出
演
団
体
・
展
示
作
品
募
集

森
吉
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

◎
問
合
せ
　
森
吉
公
民
館 

　
　
　
　
　
　 

�

72-

３
２
５
９ 

▲摩当沢遺跡近景 

　
中
央
公
民
館
の
花
壇
に
ベ
ゴ
ニ 

ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
栽 

 

▲

　
楽
し
く
歌
う
こ
と
で
心
身
を
リ 

フ
レ
ッ
シ
ュ 

 

▲

　
根
子
地
区
の
歴
史
を 

勉
強
し
ま
し
た 

 ▲
 

　
内
陸
線
を
利
用
し
て 

笑
内
駅
で
下
車 

▲
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